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1. はじめに 
 
鞆の津ミュージアムは、社会福祉法人いわゆる障害者支援施設が運営している。筆者は
アートディレクターという肩書きではあるが、学芸員資格は持っていない。介護福祉士の
資格を持ち、入所施設で知的障害者の生活支援をしながら、美術館の企画を行っている。
働き始めてすぐに、単調な作業をつまらなそうにやっている障害者の様子を見て、彼ら自
身が自己主張する機会がないことに気付いた。彼らの受身の生活を変えていくには、音楽
やアートがいい手段ではないかと考えた。 
 「アール・ブリュット」が提唱されはじめたとき、純粋で何の影響も受けていない生の芸
術として捉えられてきた。だが、現代では影響を受けていないものなど無く、すべてのも
のは影響なくして成立することは不可能である。そこで、筆者はアール・ブリュットを「生
き延びるための技術」として読み替え、紹介している。一般的に、自閉的な傾向のある障害
者には、変化することへの恐れから、独自のこだわり行為や繰り返し行為がある。こうし
た障害者の繰り返し行為や、死刑囚、ヤンキーなどの表現行為を、筆者は全て「生き延びる
ためのテクニック」だと考えている。そして、それら全部を福祉として捉えている。 
 
2. 鞆の津ミュージアム 
 
鞆の津ミュージアムは、広島県福山市鞆の浦にあり、2012 年 5 月に開館した。「ようこそ
小さな実験室へ」（図２）をキャッチコピーとし、美術作品、アール・ブリュット作品、人
の生き様の紹介を大きなテーマにしている。アール・ブリュット（正規の美術教育を受け
ていない人々が作り出す表現）に特化した専門性の高い美術館である。現在、全国にこの
ような美術館が五館ある。2004 年に開館した滋賀県近江八幡市のボーダレス・アートミュ
ージアム NO-MA、次に高知県高知市の藁工ミュージアム、三番目に鞆の津ミュージアム、京
都府亀岡市のみずのき美術館、そして最近では、2014 年 6 月に福島県猪苗代町にはじまり
の美術館が開館した。全て日本財団の支援を受け建てられた。 
鞆の津ミュージアムは築 150 年の醤油蔵を改築したものである（図 1）。鞆の浦は、宮崎
駿監督の映画「崖の上のポニョ」の舞台であり、いろは丸が沈没した場所ということで NHK
大河ドラマ「龍馬伝」の撮影が行われた場所でもある。他にはハリウッド映画の撮影が行
われたり、演歌の CD の舞台にもなっている。  
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3. 「路上」の表現者たち 
 
当館では、「路上」の表現者たちとして、いわゆる美術の作り手ではないが、ストリート
で表現活動をする人たちを発掘し、紹介している。その作品を取り上げ、評価する基準は、
「唯一性」と「超絶徒労系」という 2 点にある。超絶徒労系とは、長い年月を掛けて無駄
と思えることをやる行為のことを言う。 
その中の一つが、「おかんアート」（おかんアートの語源は 2000 年頃にネットから生まれ
た）である。おかんアートとは中高年の女性が作る手工芸品で、例えばトイレのドアノブ
カバー、広告で作ったゴミ箱、黒電話のカバーなどがあり、作った本人たちがアートと思
っていない、もらった人が嬉しくないという特徴がある。グランドオープンに紹介した作
品は、鞆の浦の 80 歳代以上の女性が作っている手工芸品である。トイレットペーパー人形
（中にトイレットペーパーが収納されている）（図 3）、ロープドック（梱包用ロープで作ら
れた犬）（図 4）、などは置くことにより、その存在感の強さから空間のイメージを破壊する
力を持っている。この破壊力は現代美術と共通するものがあると考えているが、アート業
界、アール・ブリュット業界からこれまで反応が無かったことから、当館で取り上げるこ
とになった。また、「おとんアート」では、五円玉で作った法隆寺や、たばこの箱で作った
東京スカイツリーなどがある。おとんアートに比べ、おかんアートは人に見てもらいたい
という思いから玄関先に飾ることが多く、自ずと社交性が生まれてくる。このような作品
を初めて展示したことは当館の自慢の一つである。展示の際、出展パネルを他の出展者と
一緒に飾ったことにより、手押し車を押して地域の女性達が来館し、作品を通し新たな交
流が生まれたことも自慢である。 
「電波系」と言われる人の発掘も行っている。福山市に「占い天界」という占いハウスが
あった。店内はキッチュな世界で神秘的な雰囲気を作り出している（図 5）。地元の人も行
ったことがないという怪しい店だが、「占い天界のワンコインクイック占いショー」を美術
館のイベントで行い、通常 3,000 円のところを 500 円で開催すると、長蛇の列のお客さん
が来館した。 
図 1 鞆の津ミュージアム 図 2 展覧会チラシ 
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4.「極限芸術―死刑囚の表現―」展 
 
4.1 死刑確定囚の作品展 
2013 年には、開館１周年記念として「極限芸術―死刑囚の表現―」展を行い、死刑確定
囚の 300 点を超える絵画を一同に集めた展覧会を全国で初めて行った。 
死刑制度反対派の大道寺幸子基金（死刑確定囚・大道寺将司さんの母が立ち上げた団体）
が死刑制度廃止ばかりを訴えるのではなく、拘置所内での生活の様子などをもっと世に知
らせるために、死刑確定囚向けに絵の公募を行い、公開した。筆者は広島での作品展を見
て、倉庫に置かれている 7年分の作品を借り、展示した。 
 
4.2 日本の死刑制度について 
 日本の死刑制度は法律上、特別な理由がない限り、死刑判決が確定してから 6 ヶ月以内
に死刑が執行されなければならないが、現実に執行までの期間は平均２年である。その方
法は絞首刑である。現在の死刑確定囚は 128 名。独房の中は、ほぼ自由な時間で、服装や
髪型も自由である。許可された日用品などは購入できる。 
 重視されていることは「心情の安定」で、心穏やかに死を受け入れることである。心情の
安定のために絵を描く人たちがいるが、持ち込み可能用品リストには筆、絵の具、マジッ
クなどが含まれていない。なぜならクリエイティブな活動をすることにより、生きる喜び、
生への希望を持つことになる恐れがあるからだ。ただ手紙を書くことは許されており、画
用紙、蛍光ペン、色鉛筆（限られた色数）、ボールペン、鉛筆は購入可能で、限られた道具
の中で表現活動を行っている。 
 
4.3 展示 
極限芸術には主に 2つのモチーフがある。1つは政治的訴求（死刑制度反対、冤罪、無罪
の主張）、もう１つは内政的沈潜（草花などの自然、拘置所での生活、過去の思い出、事件
の反省）である。 
図 3、4 おかんアート 図 5 占い天界 
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以下に作品を紹介していくが、作者名と事件名、死刑確定年、執行年を冒頭に挙げた。な
お、展覧会では作者名、生まれた年、死刑確定年、刑が執行されたか否かを情報として提示
している。入選作品には金一封が出て、画材の購入、生活用品の購入に利用できる。死刑囚
は誰でも面会できる訳ではなく、支援交流者が 3 名までと決められている。家族などが面
会に来ない場合は金銭的に支援が受けられず、厳しい生活を強いられる。 
北村孝紘さん、2004 年大牟田 4人連続殺害事件（一家 4人が全員死刑囚になった事件）、
2011 年死刑確定。元彫師。エアブラシなどは使用できないので、ティッシュなどを利用し
たり、息を吹きかけたりして描いたと思われる。元彫師らしく龍の絵もある（図６）。色紙
などだけでなく、短冊にも描かれている。図 7 は北村孝紘さんの母、北村真美さん（2011
年死刑確定）の作品。図 8は孝紘さんの兄、北村孝さん（2011 年死刑確定）の作品である。 
 
   
  
 
 
若林一行さん、2006 年用野町母娘殺害事件、2012 年死刑確定。元看板職人。B5 用紙に鉛
筆、ボールペン、黄色の蛍光ペンで描かれていたり、大きめの用紙に鉛筆のみで描いたも
のもある。飛騨高山の風景に富士山、畑作業中の人、高級車ランボルギーニというあり得
ない風景だが、自分の中の理想郷を絵に託したのではないか（図９）。 
公募展では、被害者への謝罪の気持ちから自分の名前が世に出ることを避ける人もおり、
ペンネームで応募する場合もある。万年三太郎さんの漫画「獄ちゅう物語」（図 10 ）。森田
まさのりの漫画『ろくでなし BLUES』を真似したものであるが、トレースではなく細部まで
緻密に描かれており、すごい画力である。 
 
図 7 北村真美さん
「死の門」 
図 8 北村孝さん 
「罪と命」 
図 6 北村孝紘さん 
「龍」 
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北村孝紘さんや若林一行さんのように元々絵に関わっていた方ではなく、拘置所での生
活から画才に目覚めた方々である。 
風間博子さん、1993 年埼玉愛犬家殺人事件、2009 年死刑確定（夫婦で死刑が確定）。園
子温監督の映画『冷たい熱帯魚』のモデルになっている。作品は 2点で 1対となっており、
色鉛筆で仕上げられている。おそらく本人が登ろうとしている井戸の中が描かれているが、
なぜか足の裏だけが真っ白に描かれている。何か考えさせられるような作品である（図 11）。 
宮前一明さん、1989 年オウム真理教・田口さん殺害事件、坂本弁護士事件、（2005 年死
刑確定）。鉛筆１本で描かれた作品だ。宗教の文様のような作品や、国会議事堂、自由の女
神に金網の中の自分を描いたもの（図 12）もある。他の作品では盲目の男性が盲導犬を連
れている絵で、麻原彰晃を表しているのではと言われている。 
林真須美さん、1998 年和歌山毒物カレー事件、2009 年死刑確定。冤罪ではないかと支援
する人たちが多数いる。彼女は必ず作品と一緒に手紙を添えて、無罪を主張する。「国家と
殺人」という作品（図 13）は色紙に描かれている。本人によると拘置所内で虐待を受けて
おり、色紙にある折り目は、応募する時に便箋用封筒しか与えられず、折って入れなけれ
ばいけないのでこうなるらしい。絵の黒い部分はたまたま持ち込めた万年筆のインクを垂
らして描いたとされている。「母と子」という作品は、映画『おおかみこどもの雨と雪』の
ポスターを見て描いたとされており、これにも手紙が添えられていた。他に、死刑廃止団
体のアムネスティのピカソの絵を使った T シャツを見て描いたのではと想定されている作
品もある。「青空泥棒」という抽象的な作品に添えられていた手紙によると、青の部分が外
の世界、四角の中が拘置所の独房、赤は自分が座っている場所を表現している。これが 100
号のキャンバスと考えると素晴らしいレベルの作品である。「心情の安定」という作品は、
ゴミ箱を具象的に描いている。拘置所の前にゴミ箱が置かれているため、常に自分の部屋
に嫌な臭いがし、こうした虐待を受けていることを作品に表わしているらしい。タイトル
を「心情の安定」としてブラックユーモアを込めている。最近の作品になると、絵だけでは
自分の思いが伝えられず、絵の中に文章を添えたものもある。 
 
図 9 若林一行さん「合縁奇縁」 図 10 万年三太郎さん漫画「獄ちゅう物語」 
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ペンネーム闇鏡さん。「100 拝」（図 14）では、日付とその日の朝食の味噌汁の具を描い
た作品で、究極の考現学的な作品のように思う。タイトルには、100 日間生きられたことへ
の感謝の意である。死刑執行日は当日の朝告げられる。身内にも執行後に告げられるので、
死刑確定囚にはいつ執行されるのかわからない。だいたいがお昼ご飯前とされているので、
朝食を食べ終えたらその日は生き延びたと思える環境に置かれている。 
原正志さん、2002 年北九州市放火、強盗殺人事件、2010 年死刑確定。この人の作品は現
代アートに通じるポップでキッチュな作風で、文字で画面を埋め尽くすのが特徴である。
その文字は本などからプロパガンダのコピーをしている。必ずヌードを描くのも特徴であ
る。用紙は自分宛に届いた郵便物の裏面を利用しているので、折り目が付いている。（図 15） 
松田康敏さん、2001 年宮崎連続強盗殺害事件、2007 年死刑確定、2012 年死刑執行。この
人は自分のためではなく、審査員を喜ばせたり、驚かせたりするために描いていることが
大きな特徴である。2006 年「つげの木」、2007 年「まな板の上のふぐ」、2007 年の女性の絵
は芯の出なくなったボールペンで形を付けジグゾーパズル風に仕上げている。バカボンの
パパの絵は貼り絵で、折り紙に芯の出ないボールペンを押し付けると 0.01 ㎜の折り紙が付
くので、それをひたすら貼り付けている超絶徒労系である。明日死ぬかもしれない人が、
それが最後の作品になるかもしれないにも関わらず、バカボンのパパを描く心境はどんな
ものなのか。死刑が確定した 2007 年には、作風の異なる「死刑制度反対」という作品を描
いているが、心情が揺れ、唯一自分のために描いた作品だと思われる。2012 年には立体的
な作品「万年カレンダー」を作成。おそらく彼は模倣囚として認められ、はさみを使用した
と思われる。普通、独居房は三畳一間であり、創作活動をするうちにより大きな作品を描
きたくなるが、あくまで「心情の安定」のためとされる死刑囚の作品は、大きな画材の購入
は認められない。よって大きな作品は画用紙を 16 枚繋いでできている。図 16 の作品は 20
枚繋げている。人間曼荼羅を表現したようなこの作品は、貼り絵の技法が使われている。
大きな作品は、繋いでしまうと郵送する手段が無いので、本人が繋ぐことはできない。よ
って、頭の中で想像し、裏に貼り合わせの指示を書き、1枚ずつ郵送している。 
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「極限芸術―死刑囚の表現―」展は、以上のような作品を展示した。1年間に 5,300 人ほ
どの来館者があった。 
 
5. 「ヤンキー人類学」展 
  
2014 年の開館 2周年記念「ヤンキー人類学」展では、社会的マイノリティーの方々に焦
点を当てている。展覧会の中で、マイノリティーの問題も問い直したいと考えている。近
年、ヤンキー文化研究が盛んになっているが、いまのところ研究者の中にヤンキーはいな
い。研究者に当事者がいないことが特徴であることを踏まえて、当事者を含めながら展覧
会をすることになった。 
不良やツッパリと呼ばれる者は絶滅危惧種とされている。しかし、日本人の心の中には、
ヤンキー美意識が見られるのではないだろうか。このヤンキー性をもっと掘り下げるのが
今回のテーマである。 
 
5.1 相田みつを 
 相田みつをは、日本で一番有名な大衆に支持された書家であり詩人であろう。詩や書の
世界からは評価されていないが、相田みつをを源流とした詩の世界がマンションの広告、
路上詩人にも浸透している。相田みつを美術館は来館者数が日本で一、二を誇る施設で、1
日に 5,000 人来館することもある。彼の詩は現実をありのままに肯定し、未来のことでは
なく、今ある現在を表現している。仏教的思想を学んだ相田みつをは自分の心に向けても
詩をよんでいる。そのことがヤンキー層との親和性が高いと考え、今回の展覧会の出展作
家とした。（図 17） 
 
 
 
 
図 14 闇鏡さん 
「百拝」 
図 15 原正志さん 
「鉄格子の中の少女―愛と平和」
図 16 松田康敏さん 
「生死の境」 
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5.2 パチンコ台 
 ヤンキーが題材になっているパチンコ台も展示された。パチンコ台の持つ過剰装飾性が
ヤンキーと親和性が高く、美術館に置かれることによりその装飾と演出を改めて観ること
になる。（図 18） 
 
5.3 成人式の衣装 
 図 19 は、北九州小倉の成人式の貸衣装を着た若者を撮影したものだ。地域を大事にする
気持ちから、同学区の友達と衣装を揃えるという特徴がある。展示会には実際に当事者達
が来館してくれた。他の美術館では見ない層が来館するのも当館の特徴である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
5.4 城 
 ヤンキー性を持ったまま大人になるとどうなるか。大阪府河内小阪で育った磯野健一さ
ん、77 歳。自分の理容店を改築しているうちに屋上に天守閣を作ってしまった（図 20）。
トタンやベニヤ板で総工費 5 万円。家の中も改築し、お城風に自分でだまし絵を描き、折
り紙で金の茶室を作った。金や築城、一国一城の主になるというのもヤンキー性の特徴で
あることから、当館で城を再現してもらった。 
図 19 成人式の衣装 図 18 パチンコ台 
図 17 相田みつを氏 
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5.5 デコチャリ・アートトラック 
 北九州門司在住、丸尾龍一さん、18 歳。ママチャリを改造したスーパーデコチャリ。ベ
ニヤ板にアルミホイルを巻き付け、LED 電球、バックモニター、カーナビ、カーステレオ、
ワンセグ、アンテナを搭載し中学生時代から 5 年間かけ改造している。実際に走ることが
できるということが彼のこだわりの一つである。和洋折衷様式を取り入れ、編集すること
もヤンキー性の特徴である。（図 21） 
 福岡県八女市において、雑誌の企画で 2 か月でベニヤ板、ポスカなどを使い改造バイク
を作成した。デザインはシンメトリーになっていることが特徴で、ファサード性という前
後から見られることだけを意識して作られている。機能性よりも見た目が重視しているの
が、ヤンキー性の特徴である。美術館に暴走族の実際のバイクが展示されるのは当館が初
めてであろう。 
 デコトラを紙で作っている伊藤輝政さんは障害者である。筆者は展示者のうち、必ず 1人
は障害者に参加してもらうことにしている。実際にあるトラックの写真など二次元の情報
を元に、頭の中で三次元の展開図を組立作成している。（図 22） 
 図 23 のアートトラックは軽トラックで、500～600 万円かけて改造している。ヤンキー性
はファンシーやかわいいとされるものと親和性が高く、それらの装飾品は全て手書きで作
られている。アートトラックを鞆の浦に 16 台集め、デコトラのイルミネーションでナイト
ショーも開催された。アートトラック、デコチャリの仲間が集ったこの催しは、地元の人
にも好評だった。子供たちのために社会福祉活動を行っているアートトラックのコミュニ
ティもあり、子供たちを喜ばせるために 4,000 万円かけディズニー風にデコレーションを
したものもある。この団体とデコトラに憧れている伊藤さんの交流が実現したことは、筆
者としても感動的なことであった。このようなおもしろい交流が次々実現することも当館
の特徴である。 
 
図 20 磯野健一さんの城「小阪城」 
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6. まとめ 
 
 鞆の津ミュージアムに展示されるようなアートは福祉制度の狭間にあり、通常取り上げ
てもらうことは難しい。作家の中には、高齢の方も多く、誰かが見つけなければ消えて行
く文化である。このような状況に対して、筆者は怒りと焦りを感じながら収集活動をして
いる。どちらのアートがいいか、という問題ではなく、全て同じ土俵に立たせ、文化の多様
性や人間のおもしろさを表現したい。近代に入って「美術」という概念が入り、見世物小屋
などの民衆の文化が疎外され、消えて行った。鞆の津で紹介しているものはまさにそうい
うもので、そういったものへ、もう一度目を向けて欲しいと考えている。 
死刑囚の展覧会を見た人が、絵を見て、死刑制度の勉強を始めた人がいる。このように、
ただ絵を評価するだけではなく、企画を通して社会問題を提起し、考えるきっかけに展覧
会がなればと考えている。 
 
（2014 年 08 月 02 日、生活美学研究所情報美学研究会における講演に基づく） 
 
図 21 丸尾龍一さん 
「龍一丸」 
図 22 伊藤輝政さん 
「無題」 
図 23 イルミネーションした 
アートトラック 
－ 88 － － 89 －
